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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月7日(2019.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体における病状に関連する疼痛を減少させる方法における使用のための組成物であ
って、少なくとも１つの光活性化因子および薬学的に許容可能な担体を含み、該組成物の
化学線光への曝露は、該組成物の活性化を引き起こして、該病状に関連する該疼痛を非全
身的に処置することを特徴とする、組成物。
【請求項２】
　前記疼痛が口腔顔面領域における刺激から生じない、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記疼痛の減少が根底にある病状の処置に依存しない、請求項１または２に記載の組成
物。
【請求項４】
　バイオフォトンの組成物である、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記光活性化因子が、キサンテン誘導体色素、アゾ色素、生物学的染色剤およびカロテ
ノイドからなる群から選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの光活性化因子がエオシンＹまたはエオシンＢあるいはエリスロシ
ンＢである、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの光活性化因子が前記組成物の重量基準で少なくとも約０．０２％
の量で存在する、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの光活性化因子が前記組成物の重量基準で約０．０２％から約１．
２％の量で存在する、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの光活性化因子が前記組成物の重量基準で約０．０２％から約８％
の量で存在する、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　キサンテン誘導体色素、アゾ色素、生物学的染色剤およびカロテノイドからなる群から
選択される追加の光活性化因子をさらに含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成
物。
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